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第２章 基本理念・基本目標 

 

１ 基本理念 

  家庭、職場、学校及び地域等あらゆる場面において、男女平等・性の多様性尊重に

関する理解を深め、市民一人ひとりが性別や年齢にとらわれず、互いの個性と能力

を認め、尊重し合える社会の実現を目指し、基本理念を次のとおり定めます。 

 

「一人ひとりが いきいきと 活躍できるまち かみのやま」 

 

２ 基本目標 

  本計画では、基本理念を達成するため以下の３つの基本目標を設定します。 

  基本目標Ⅰ 男女共同参画の実現や多様性を尊重する意識づくり 

   男女平等・多様性を尊重する社会を実現するためには、誰もが一人の人間とし

てお互いの人権を尊重することが大切です。固定的な性別役割分担意識や性にお

ける偏見・固定概念・無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）をなくすた

めの意識啓発活動を展開します。また、ジェンダーバイアスにとらわれない意識

を育むための教育を推進します。 

 

  基本目標Ⅱ 誰もがあらゆる分野に参画し、活躍できる環境づくり 

   家庭、職場及び地域等において、偏った役割分担となっている現状があります。

そのため家庭では、共に築く家庭生活の実現に向け、子育て環境を整備し、安心し

て子どもを産み育てる環境を作ります。また、職場においては、誰もが個々の能力

を十分に発揮できるような職場環境の整備を促すとともに、ワーク・ライフ・バラ

ンスを推進します。政策・方針決定過程では、誰もが参画しやすい環境を整えると

ともに、自治会や地域防災組織等様々な分野で男女共同参画を推進します。 

 

  基本目標Ⅲ 安全・安心に暮らせる社会づくり 

   年齢・性別等にかかわらず、誰もが安全・安心に暮らせる環境の整備を進めてい

くことが求められています。そのため、配偶者等からの暴力の根絶に向けた意識

啓発の推進に加え、様々な困難を抱えやすい女性の人権を尊重するため、相談し

やすい体制の強化を図ります。 

   また、多様な性への周囲の理解は、未だ十分とは言えない状況にあるため、多様

な性の在り方への理解を推進し、誰もが生活しやすい環境づくりを推進します。 
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３ 体系図 
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Ⅰ 男女共同参画の実

現や多様性を尊重す

る意識づくり 

１ 男女平等・多様性尊重に

関する意識改革と理解促進 

（１）意識改革のための広報・啓発の推進 

（２）理解促進のための講座等の情報提供の充実 

２ 男女平等・多様性に関す

る教育の推進 

（１）学校等における男女平等・多様性に関する教育の推            

   進 

（２）家庭・地域を通じた男女平等・多様性に関する教育の

推進 

Ⅱ 誰もがあらゆる分

野に参画し、活躍で

きる環境づくり 

１ 共に築く家庭生活の推進 

（１）安心して子育てができる環境づくりの推進 

（２）介護支援体制の充実 

２ 誰もが働きやすい職場づ

くりの推進 

（１）雇用・就労における均等な機会と待遇の確保 

（２）女性の職業生活における活躍の推進 

（３）ワーク・ライフ・バランスの推進 

３ 政策・方針決定過程で誰

もが参画できる環境の拡大 

（１）政策・方針決定過程の場で誰もが参画できる環境の整 

   備 

（２）地域活動等における男女共同参画の推進 

（３）地域防災活動における男女共同参画の推進 

Ⅲ 安全・安心に暮ら

せる社会づくり 

１ 配偶者等からの暴力の根

絶および被害者支援 

（１）DV に対する理解の促進 

（２）DV 相談体制と被害者支援の充実 

２ 困難な問題を抱える女性

への対応と環境の整備 

（１）女性の人権等に対する意識啓発の強化 

（２）迅速かつ安全な保護体制の構築 

（３）安定した生活基盤づくりへの支援 

３ 性にとらわれず安心して

生活できる体制の整備 

（１）性の多様性への理解の促進 

（２）性に関する相談体制の整備 

（３）パートナーシップ宣誓制度の活用 

※１

※２

※３

※４

※１：女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 

※２：配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律 

※３：困難な問題を抱える女性への支援に関する法律 

※４：性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律 


